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脳外科患者の家族による看護婦に対する意識調査
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大久保濱口　並木
1　はじめに
　　近年、高齢化社会に伴い老人の在宅療養や、医療の
高度化により、慢性疾患患者の在宅療養が実施される
ようになった。そして、社会の医療に対する関心も高
まってきている。このような中で看護を円滑にかっ効
果的に行なうには、家族の理解と協力は不可欠である。
その為に看護婦も日夜努力をしている。しかし、実際
には長期入院中の数患者の家族から、看護に対しての
苦情や看護婦とのトラブルもあり、人間関係の難かし
さを痛感している。そこで、今回、脳外科入院患者の
家族（以下家族とする）に対し、日頃看護婦に対し家
族はどう思っているのかを知る為に、アンケート調査
を行なった。その結果、家族とのかかわりの中での反
省点、今後の援助についての方向性を得たので報告す
る。　　　・
皿　アンケート調査
1．対象　13階東病棟脳外科入院患者36名の家族
2．期間昭和63年2月21日～2月28日
3．回収率　　78％（26名）
4．アンケート内容
御家族の皆様へ
　立春とは名ばかりで、まだまだ寒い日が続きます。御家族の皆様にはいかがお過ごしでしょうか。寒
い中、毎日御苦労様です。日頃、病院において麿護婦と接する中で、皆様何かと感じる場面も多いので
はないでしょうか。そこで、御家族の皆様の直接の御意見をお聞きしたく、アンケートを行わせていた
だきたいと思います。
今後の看護サービスの向上のために、是非参考にさせていただきたいのでお忙しい中とは思いますが、
御協力をお願い致します。
尚、このアンケートは無記名で行っておりますので、御遠慮なくお書き下さいe
［1］　患者さんの入院期間について、下紀のいずれかを選んで下さい
1ケ月未満　　1ケ月～6ケ月未満　　6ケ月～1年未満　　1年以上
［2］　看護婦の言葉遣いについてどう思いますか
　　（1－9のすべての項目について該当するものに○をして下さい）
1
2
3
4
5
6
7
8
9
丁寧である
親しみやすい
ハキハキしている，
病室での私語が目立っ
馴れなれしい
乱暴である
事務的で冷たい
無神経で相手を傷つける
幼児言葉が目立っ
患わない　　時々思う　　いつも思う
その他、看護婦の書葉遣いについてお気付きの肛が有りましたらお書き下さい
（ ）
［3］　看護婦の身だしなみについてどう思いますか　お書き下さい
1　白衣について　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
2　頭髪について　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　3　化粧について　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
　その他、身だしなみについてお気付きのことや、醤護婦にはこうあつてほしいという御希望があり
　ましたらお書き下さい
（
〔4］　下記について看護婦の脱明を受けて、十分理解できましたか
　　（1～4すべての項目について○をして下さい）
）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受けていない　　不十分であった　　．卜分であった
1　入院時（病棟内・入院中の生活について）　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　一
2　手術について　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　一
3　患者さんの病気や入院生活の様子　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　一
4　退院後の生活について　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　一
不十分と感じられた方、それはどの様な点でしたか　また、その時どのように対処しましたか
（
［5〕　哲護嬬の態度についてどう感じますか
　　（1～13のすべての項目について該当するものに○をして下さい）
　1　優しい
　2　明るく爽やかである
　3　きびきびしている
　4　いつも笑顔で接する
5　事務的である
6　忙しそうである
　7　落ち着きがない
　8　気分麗である
　9　意地が悪い
10　いばっている
11　患者さんによって態度が違う
12　悩み事や相談が受け入れて貰えない
13　いい加減である
その他お気付きの点がありましたら、お誉き下さい
（
）
思わない　　時々思う　　いつも思う
［6］　葱護婦の働いている姿をみてどう思いますか
　　（1～5のすべての項目について該当するものに○をして下さい）
1　手際良く、きれいで早い
2　安心して任せられる
3　乱暴である
4　自信がなさそうで危ない
5　患者さんのことを考えていない
　その他、お気付きの点がありましたらお書き下さい
［7］
）
思わない　　時々思う　　いつも思う
「この唇護婦では心配だ」または逆に「この看護婦なら安心だ1と感じたことが有りますか
ある ない
あるとお書きの方は、どのような点でそう感じたのかをできるだけ詳しくお書き下さい
［
［8］
（
）
今までの入院生活の中で「もう少しこうして欲しかった」「あの時は悲しかった」
「あの時は嬉しかった」等の場面がありましたらできるだけ具体的にお書き下さい
）
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［9］　13東の病棟についてお聞きします
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慰わない　　時々思う　　いつも思う
　1　雰習気について　　　　　　　’
　　　明るい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　．一
　　　忙しそうである　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一
　　　騒然としている　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一
　2　寝衣・寝具について
　　　寝具が重そうである　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一
　　　寝衣・寝具が憲そうである　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一
　　　寝具が乱れている　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一
　　　寝衣・寝具がきれいで、整っている　　　　　　　　　一　　　　一
　　　寝興交換回数が、少ない　　　　　　　　　　　　　　　nv　　　　一
　　　寝衣が汚染されているにも関わらず、更衣されていない　一　　　　一
　3　病棟内の桶除・環境整備は行き届いていると思いますか　御意見をお書き下さい
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　4　その他、病棟について御意見・御要望がありましたら、お爵きドさい
　　　　御協力ありがとうごさ’いました。　　　13東看護婦一同
アンケートの結果
〔1〕患者さんの入院期間について
　　　　　1ケ月未満　　　　　　3人　A
　　　　　1ケ月～6ケ月未満　18人　B
　　　　　6ケ月～1年未満　　　3人　C
　　　　　1年以上　　．　　　　2人　D
　　　以下、順にA・B・C・Dとする。
〔2〕看護婦の言葉遣いについてどう思いますか。
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　　〔5〕看護婦の態度についてどう感じますか。
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〔8〕今までの入院生活の中で「もう少しこうしてほ
しかった」「あの時は悲しかった」「あの時は嬉しか
った」等の場面がありましたらお書き下さい。
うれしかった場面
・血圧が上がってしまい悩んでいたとき看護婦さん
　がきて患者の手をしっかり握り、話を聞いで下さ
　つたし、励しのことばをかけて下さった。
・便秘の時、大変親切にして頂き患者がよろこんで
　いた。
・患者の手術後や発熱時、意識がはっきりせず無意
　識に衣類・寝具を汚したとき、その都度きがえさ
　せて頂いた。
　〈以上B＞
・自分の身内のように大切にあつかってくれたとき、
　＜以上C＞
悲しかった、もっとこうしてほしかった
・便秘で苦しんでいた時、本人が自分の状態を言え
　ず頭痛と間違われて、その薬や注射を打たれてし
　まった。
・手術前に患者に会って元気づけたかった。待って
　いる間も不安であった。手術時間も2時間とか前
　もって教えてほしかった。
・面会に行った時、こちらから聞かなくても病人の
　様子を説明して欲しい。
・患者の中には、看護婦さんと調子よく話せる人と、
　そうでない人と、看護婦さんの接し方が違う。平
　等にして欲しい。
・家族のことをもう少し考え、患者に事務的で冷た
　くしないで下さい。
＜以上B＞
・いっぱいありすぎて書けません。
・看護婦さんの言葉に忘れてしまったとの言葉が多
　すぎる。
・口がきけないのに自分の仕事に責任を持って頂き
　たい。
・面会に行った時と、面会に行かなかった時が想像
　しただけで悲しくなります。看護婦さんの態度が
　違いすぎます。
・バカにしていると思う。
・病人は一人物人間です。
・自分の親や兄弟が同じことをされたとすれば、私
　達と同じ気持になると思います。
＜以上C＞
皿　結果及び考察
　今回は、特に問題と思われた、〔1〕，②，⑤，⑧につ
いて報告する。
　まず、図1〈看護婦の言葉遣い〉については、総合
的な評価としては「良い」という結果であった。「乱
暴である」についてはCは、3人共に乱暴であると思
っていると回答しているが、1）の回答と比較すると
矛盾がみられた。また、「事務的で冷たい」について
は、Aに3人中2人がいつも思うと回答している。こ
れは入院して間もないため、看護婦との人間関係がで
きていない為と考える。Dは、2人中2人が時々思っ
ていると回答している。Dの患者は、入院期間が3年
間・12年間と長く、状態の変化もない。その為、家
族の面会は少なく看護婦との関わりもほとんどない為
と思われる。次に、「無神経で相手を傷つける」につ
いては、Cが全員いつも思うと答えている。又、コ
メントで、「人の心の中を土足で入る罪な言葉、涙す
る人もいることを考えて欲しい」という感情的な意見
が聞かれた。この様な意見が出たのは、注目されると
ころである。Cの患者は寝たきりの状態で予後不良の
患者も含まれている。その為、精神的にも家族は、不
安定で敏感になっており、些細な言葉でも傷つきやす
くなっているのではないかと思われる。
　次に、図2〈看護婦の態度について〉は、これも全
体的には良い評価を得た。しかし、「忙がしそうであ
る」については、89％の人が、一度は忙しそうであ
ると思っている。確かに忙しい中ではあるが、看護婦
のそういった態度は、家族の不満につながっているの
ではないかと思われる。家族が、看護婦に何か聞きた
い、頼みたいと思っても時期を逸して意志の疎通が阻
害されるからである。次に、「事務的である」、「落
ちつきがない」、「気分屋である」、「意地が悪い⊥
「いばっている」、「患者さんによって態度が違う」、
「脳み事や相談が受け入れてもらえない」、「いい加
減である」については良い評価を得ている。しかし、
悪い評価の中では、「2、3人いる」、「1～2人、
数人」と具体的な回答がされていた。又、厳しい評価
をした家族も数家族に限られていた。この事から、悪
い評価、厳しいコメ、ントを受けている看護婦は限定さ
れ、これを指摘している家族も限られていることがわ
かった。又、コメントの中で注目されるのは、「病人
は一人置人間です。」というのがあった。この家族に
は、看護婦が患者を人間として扱っていないと映って
いたと思われる。しかし、家族から「人間」という言
葉が出たということは、家族も患者の様相の変化を手
一　90　一
に触れ、感じるものがあるのではないかと考える。
　図3＜今までの入院生活の中で「もう少しこうして
欲しかった」「あの時は悲しかった、うれしかった」
場面について〉。これについて注目される点は、「悲
しかったこと」についてB・C共に多くの意見が寄せ
られた事である。しかし、その深刻度においては格差
がみられた。Bの人は、具体的場面について載ってい
る。一一方、Cでは、これまでの回答が1～2人と限定
された表現で記されていたが、ここでは、看護婦全
体に対してと思われるコメントになっている。内容の
中で、「口が聞けないのに…」「面会に行った時と行
かなかった時の看護婦の態度が違う」、　「バカにして
いる」、「同じ事をされたとすれば…」等のコメント
があった。患者は植物状態で、看護婦の思うままにさ
れていると家族は感じていることがうかがえた。私達
は日頃、家族を安心させようと看護しているつもりで
あった。しかし、このような言葉が聞かれたことは、
家族に対しての配慮が不十分であり、安心させること
ができていなかったといえる。面会時間内の家族との
かかわりは、勤務体制の関係で看護婦数が限られ、か
かわる時間が少なくなる為と考える。又、長期入院患
者だったり、状態に変化がないと、そういった家族に
対し、私達はつい、「入院も長くよくわかっている」、
「今更説明する事もない」等と思いがちとなる。
　しかし、家族は急性期を脱し、慢性期に移行すると、
目に見えていた治療もなくなり、ただ寝かされている
だけの状態に対し、あせりと今までと違った不安が出
現すると思われる。
　1V　おわりに
　私達は今回、脳外科患者の中でも意識障害患者の家
族の心理を知ることができ、日頃の看護を振り返る
機会を得た。その結果、家族との関わりは、入院期間
の長短・障害の程度、病状の変化の有無にもかかわら
ず、もっと時間をもっていく事が必要とわかった。
　今後も、脳外科疾患の特徴をふまえ、麻痺・失語等
の後遺症を持った患者や長期入院の患者等の家族の援
助を考えていきたい。
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